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平成２０年度 OB 会総会 
 
 日時：平成２３年３月２６日（土）１７時～ 
 
場所：帝国ホテル内 三田クラブ 
 
開会の辞：（町田会長より） 本総会は開催が危ぶまれる声もあったが 40 人もの OB が集

まってくれて、総会が立派に成立したことをうれしく思う。被災者への支援についても協

議できればと思う。 
 
議長の選出：町田会長からの推薦で総会議長に腰高幹事会議長を選出 
 
【報告事項】 （敬称略） 
 
１．事務局より幹事会総括（古川） 
 事務局としての今年のトピックは、会計担当に 45期の志田君と松尾君が就任したことで、

初めて 40 期代が事務局入りし、若返った。幹事会については、JX ホールディングの六本

木クラブで 3 回開催された。議事内容は恒例の ANW、SO、現役の活動報告のほかに、55
周年記念イベント、幹事会体制の改革、会費の値下げについて議論を行った。 
 
２．ANW（香坂） 
 
 開催地の世話役のおかげで、順調に開催できたことを感謝する。（各々地での様子の紹介

あり） 
 今年度については、震災の理由で北海道・東北地区の開催は困難であろうが、実行され

れば、是非被災された方が元気を出せるような会にしたい。 
 
３．広報（神島） 
 
 前々回の会報からカラー化となった。特に 1 月発行の 55 周年記念号は頁も大幅に増え、

KGB 用にも印刷部数を増やしたので、大幅に経費が増えたことはご理解願いたい。  
 
４．SO（小谷） 
 
 昨年は大阪で SO の全国大会が行われ、ANW の開催とあわせていただき応援団がたくさ

ん集まってもらい感謝している。また日常的な活動の概要について紹介があった。  
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５．現役担当（青木） 
 
秋のリーグ戦の上位リーグ進出を目標にして活動してきたが、結果は下位リーグで終わっ

た。 
 
２０１１年は、練習回数の増加や 4 年生のベンチワーク担当等新しい動きが見られる。 
 
計画停電の影響や震災による就職活動の長期化も懸念されるが、コミュニケーションをよ

り密にしてフォローしていきたい。   
 
 
 ６．現役活動報告（宇多・野口）、活動計画報告（星野・橋本） 
 
  秋の連盟戦は、下位リーグで終わった。体育館を安定的に確保できなかったことと、

ベンチワークの機能不足が低迷の大きな要因であった。 
 
新年度はそれらをひとつひとつ改善し、コミュニケーションを大切にして 4 年生の力を借

りて、なんとしても上位リーグ進出を果たしたい。 
 
  
 
【承認事項】 
 
１．平成 22 年度決算（古川） 
 
 会費納入率は８０％を超え、特に異論無く承認。 
 
２．平成 23 年度予算（古川） 
原案に追加して、特別会計から 35 万円を、東日本大震災への義援金・お見舞金として計上

することが決議された。その他は異論無く承認。 
  
 
３．エリアネットワーク全国統括委員の選出について 
 
 １期・永田さんに代わり、10 期・小嶋さんが候補となり、承認された。 
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４．東日本大震災に関る義援金、お見舞金について（神島） 
 
OB 会員の安否状況として、石巻在住の 21 期平塚さんとは震災後数日間連絡が取れなかっ

たが、その後安否を確認した等情報を共有。意見として、慶応義塾大学を通じて義援金を

送るという案も出たが、楽籠の OB の被災者へのお見舞金としたい旨で決議。まず特別会

計から３５万円、その他 OB 会全体から４月末までに見舞金を募り、対象 OB の選定と送

金方法については、幹事会での議論を経て決定することが承認された。  
 
 振込先銀行口座 みずほ銀行新宿西口支店 普通 １２０７９３８  
 
        口座名 慶応義塾楽籠クラブ 


